
数理・データサイエンス・AI 教育プログラムに係る「情報科学」「情報活用」科目について 
2024 年度自己評価 
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＜取組状況＞  

情報科学 

 

 

 

 

 

 

 

 

「情報科学」において授業後の感想を示すが、これからの実社会で身につけておかねばならない 

大切な内容であることを理解できた感想が多くあった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

学科名称 
入学 
定員 

履修 
者数 

修了 
者数 

幼児教育 
学科 

50 36 34 

デザイン 
美術学科 

50 17 16 

音楽総合 
学科 

50 9 8 

歯科衛生 
学科 

50 7 7 

情報科学 「数理･データサイエンス･AI」初回の授業後の感想から(抜粋） 
・データサイエンス・リテラシーは社会で生活していく中でとても重要で大切なことということが
分かった。 

・データサイエンス・リテラシーを学ぶことはこれからの社会にとても大切だと思う。 
・リテラシーや、データサイエンスという言葉の意味を知ることができ、最低限もっているべき素
養、知識が共通していることが分かった。人手不足や社会の変化によって、学んでいく必要があ
るのだと知った。 

・日本は世界の中でも少子高齢化が進んでいて時間当たりの労働生産量も低いので、情報化をして
いくことでその課題を解決していかなければならないと思う 

 

 



 

情報活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報活用では、様々なデータ処理の方法を学ぶ内容で EXCEL学習に盛り込んで実践した。 

また、Powerpoint学習の課題で扱うデータや資料と関連付けてまとめることで、データ処理スキル 

アップを期待した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ICT の活用の効果＞ 

上記の「情報科学」「情報活用」の授業のまとめの振り返りからもわかる通り、毎時間行ってきた 

GoogleClassroom を活用した振り返りは、学生一人一人のスキルアップも相まってスムーズに活用で 

きるようになってきていることを実感するとともに、様々な場面での ICT活用への抵抗感が減少して 

きていると感じている。 

   ＜今後に向けて＞ 

このプログラムは、これからの Society5.0 社会で活躍が期待される学生には、意義あるものであ

り、その学びが今後に大いに役立つものである。また、様々なスキルを身につけて実社会で活用でき

る資質能力を育成しておくことは、今後ますます求められるものである。そのため、授業内容を含め、

授業の在り方や扱う素材・データ等についても、常に必要に迫られるものを検討して取り入れていけ

るとよい。 

 

情報活用 「数理･データサイエンス･AI」最終の授業後の感想から(抜粋） 
・これらのことについては、近年多くの場で利用されているため、自分も積極的に活用していきた
いと思った。しかし、特に AIなどにおいて、その危険性なども一部では指摘されているので、ど
うすれば安全に有効活用できるかよく考えて利用したい。 

・データ集めが難しかった。 
・AIの発展がすごいなと思ったし、聞いていてすごく勉強になりました。 

 


